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平成 24 年 4 月 11 日

本別町地域公共交通会議

住民・利用者の代表、事業者

事業者団体、事業者労組

関係行政機関、本別町

事業名
補助対象
事業者等

事業概要 ③事業の今後の改善点

記載要領

【事業者名及び系統
名・航（空）路名・施
設名等を記載】

※評価は運行系統、
離島航（空）路、施設
等の別ごとに実施す
ること

【運行（航）区間、
整備内容等を記載
（陸上交通に係る
確保維持事業にお
いて、車両原価償
却費等国庫補助
金の交付を受けて
いる場合は、その
旨を記載）】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた事業が
適切に実施された（されている）
かを記載。計画どおり実施されな
かった（されていない）場合には、
理由等記載】

記載例①：
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

記載例②：
災害により運航できない期間が
あったが、事業は概ね適切に実
施された。

A
・
B
・
C
評
価

【計画に記載した定量的な目標
数値と結果を記載する。結果が
目標を達成できなかった場合は
理由等を分析の上記載】

記載例①（確保維持事業）：
目標30人/日に対して、15人/日
であった。（目標を下回った理由
等を併せて記載）

記載例②（改善事業）：
年間利用者1,000人の利便性の
向上が図れた。

【事業の今後の改善点及びより適切
な目標を記載（改善点は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組み
について広く記載すること）】

※　なお、当該年度で事業が完了し
た場合はその旨を記載

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通ネットワーク計画に基づく事業）

協議会・構成員

広報紙や町民への時刻表配布など
を活用し、町民へのPRに努めるとと
もに、中心市街地へ向かう運行ルー
トの見直しを行い、買物等の生活利
便性の向上を図り、バス利用を促進
する。

B

本別町
太陽の丘循環バス
近道便

町立病院～本別
道の駅～町立病
院

平成22年度（10月～３月）実績利
用者数 9,648人に対し、平成23年
10月～平成24年3月の利用者数
は9,385人で平成22年度比97.3％
であった。

高齢人口は増加しているものの、
病院の通院患者数が減少してお
り、バス利用者減少の要因と考え
る。

また、平成23年11月に３か所に
停留所を新設し（空白地区であっ
た２地区）、利用環境の整備を図
るとともに、平成24年4月からは、
運行計画の見直し（南・北回り最
終便の廃止と近道便の新設）に
よる運行の効率化も図られた。

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れている。近道便はH24.4より運
行開始。

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業

（地域内フィーダー系統）

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業

（地域内フィーダー系統）

①事業実施の適切性 ②目標・効果達成状況

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業

（地域内フィーダー系統）

本別町
太陽の丘循環バス
北回り

町立病院～本別
道の駅～町立病
院

本別町
太陽の丘循環バス
南回り

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業

（地域内フィーダー系統）

本別町
太陽の丘循環バス
直行便

町立病院～活性
化センター

町立病院～本別
道の駅～町立病
院



【別紙１】

【各評価項目の評価基準】
①事業実施の適切性
　　Ａ…事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された（されている）。
　　B…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があった（一部実施されない見込み）。
　　C…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されなかった（実施されない見込み）。

②目標・効果達成状況
　　A…事業が計画に位置付けられた目標を達成した（する見込み）。
　　B…事業が計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった（一部達成できない見込み）。
　　C…事業が計画に位置付けられた目標を達成できなかった（達成できない見込み）。



本別町地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

○通院時の利便性を確保しながら、生活面の利便性の向上を図るように運行計画を見直し、コ
ミュニティバスとしての機能を向上させるとともに、将来にわたって町民が安心できる暮らしを
支える公共交通を確保する。

○広報活動の充実を図り、着実な利用の定着化とともに、町民が安心して誰もが利用しやすい
環境の整備に努め、利用者増を目指した取り組みを行う。

本別町地域公共交通会議開催状況

本別町生活交通ネットワーク計画の目標
○平成２４年１月２３日

（主な協議事項）

・地域内フィーダー系統確保維持計
画（案）について

・太陽の丘循環バス新規路線の追
加とフリー降車の実施について

平成２４年度事業概要

１

概要

本別町は、人口約９千人の過疎地域であり、高齢者の通院等の住民生活に不可欠な公共交
通は、旧ふるさと銀河線から転換された民間路線バス及び町営バス等により維持しているが、
少子高齢化・人口減に伴う利用者の減少や生活行動パターンに沿った利便性の確保等が課題
となっている。
本事業では、国保病院の移転に伴い、市街地区と国保病院を結ぶバスとして、平成12年4月よ

り運行している太陽の丘循環バスについて、通院のみならず、買物等の生活利便性を図るコ
ミュニティバスとしての機能を向上させ、町民が安心して暮らせる交通環境を確保し、また、運行
方法等の工夫により将来にわたり持続可能な公共交通サービスを行うことを目指し、地域にお
ける公共交通の維持確保に努めるものである。

太陽の丘循環バス ○南回り 町立病院～南地区～本別道の駅～町立病院
○北回り 町立病院～北地区～本別道の駅～町立病院
○直行便 町立病院～活性化センター
○近道便 町立病院～活性化センター～本別道の駅～（利用者に応じて）南北地区～町立病院

地域公共交通の現況

・十勝バス㈱（地域間１路線）
・本別浦幌生活維持路線
（地域間１路線）

・町営バス（太陽の丘循環バス４路
線、へき地患者輸送バス５路線、
町有バス６路線）

・スクールバス（７路線）



平成２４年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・平成２２年度域公共交通活性化・再生総合事業による調査事業にお
いて、当循環バスの見直し試験運行を行う。
・平成２４年度より、地域公共交通確保維持事業を活用する。
・南回りルートに３か所の停留所を新設する。（H23.11）
・利用者の少ない南、北回りの最終便（第６便）を廃止し、近道便を新
設、運行の効率化を図る。（H24.4～）
・全路線全便でフリー降車を実施し、利用性の向上を図る。（H24.4～）

２

３）利用実績

２）運行ルート

４）収入実績

平成24年4月1日現在

（円）

（人）



６）目標・効果達成状況

平成22年度（10月～3月）実績利用者数 9,648人に対し、
平成23年10月～平成24年3月の利用者数は9,385人で平
成22年度比97.3％であった。

高齢人口は増加しているものの、病院の通院患者数が減
少しており、バス利用者減少の要因と考える。

また、平成23年11月に３か所に停留所を新設し（空白地区
であった２地区）、利用環境の整備を図るとともに、平成24
年4月からは、運行計画の見直し（南・北回り最終便の廃止
と近道便の新設）による運行の効率化も図られた。

３

７）事業の今後の改善点

広報紙や町民への時刻表配布などを活用し、町民へのPR
に努めるとともに、中心市街地へ向かう運行ルートの見直し
を行い、買物等の生活利便性の向上を図り、バス利用を促
進する。

計画どおり事業は適切に実施されている。
近道便は平成２４年４月より運行開始。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）
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